
第２回阿賀野川水系流域委員会下流部会
河川事業の再評価説明資料及び様式集

北陸地方整備局
阿賀野川河川事務所

審議資料の記載の修正 及び 再発防止策について



去る令和5年11月10日の第2回阿賀野川水系流域委員会下流部会で審議いただいた、阿賀野川直轄河川改修事業の河川事
業の再評価説明資料・様式集について、再度確認したところ、資料の記載における下記２点の修正・変更が必要となった。

審議資料の記載の修正 経緯と概要

1

①資料－２ 阿賀野川直轄河川改修事業 費用対便益算出資料［様式集］

残事業の感度分析（残工期＋１０％）におけるB/Cを算出する際、現在価値化を誤って算出。

②資料－２ 阿賀野川直轄河川改修事業 費用対便益算出資料［様式集］

EIRR（経済的内部収益率）の算出において、残存価値をBに含めていなかった。また、現在価値化を行っていないBとCを用い
て算出。



【参考】EIRR（経済的内部収益率）について

2

治水経済調査マニュアル（案） 令和２年４月 国土交通省水管理・国土保全局 Ｐ８１より引用



3

【参考】EIRR（経済的内部収益率）について

国土交通省 令和２年度 第１回公共事業評価手法研究委員会（令和２年６月２６日開催） 資料２より引用



審議資料の修正箇所と発生要因①

4

様式－５ 費用対便益（感度分析 残事業 残工期＋10%） 様式集－２９

発生要因：残工期＋10%のB/C算出における条件確認が不十分であったこと。

修正前

修正後

正しい記載

純現在価値
B-C

費用便益比
B/C合計費用合計便益

36,3844.510,36346,747修正前

31,0064.010,37941,385修正後

修正箇所は赤枠

①資料－２ 阿賀野川直轄河川改修事業 費用対便益算出資料［様式集］

残事業の感度分析（残工期＋１０％）におけるB/Cを算出する際、現在価値化を誤って算出。

修正前

残工期＋10%の評価期間のうち２年間（R78とR79）において、現在価値
化を行っていないBとCを用いてB/Cを算出。

修正後

現在価値化したBとCを用いてB/Cを算出。

【算出方法】

【全体事業残工期+10%】



②資料－２ 阿賀野川直轄河川改修事業 費用対便益算出資料［様式集］

EIRR（経済的内部収益率）の算出において、残存価値をBに含めていなかった。また、現在価値化を行っていないBとCを用い
て算出。 →様式集 計１０ページが該当

審議資料の修正箇所と発生要因②

5
発生要因：EIRR（経済的内部収益率）の算出時の条件確認が不十分であったこと。

様式－５ 費用対便益（直轄河川改修事業 全体事業） 様式集－１７

変更後の記載

変更前

残存価値をBに含めず、現在価値化を行っていないBとCを用いてEIRR
（経済的内部収益率）を算出。

変更後

残存価値をBに含め、現在価値化したBとCを用いてEIRR（経済的内部
収益率）を算出。

【算出方法】

修正箇所は赤枠
様式集－１８から３１についても、同内容を修正

経済的内部収益率
EIRR

88.5%変更前

80.9%変更後



今回の事案発生を踏まえた再発防止策

6

今回の事案発生を踏まえ、下記の再発防止策を実施

【再発防止策】

資料修正に至った今回の事案の発生要因及び発生防止対策の周知徹底

資料の記載内容、記載ルールの周知徹底

資料中の集計表における参照値の確認徹底

資料作成の各段階での複数人数によるクロスチェックの実施

資料作成、チェック時間確保のための全体スケジュールの設定

流域委員会下流部会の部会長・委員への説明時における、事業再評価の数値の
考え方等の丁寧な説明の徹底


